
令和７年度 公開研究会のご案内

宮城教育大学附属特別支援学校令和７年度公開研究会二次案内

【後援】宮城県教育委員会 仙台市教育委員会 宮城県特別支援学校長会 宮城教育振興会

【研究主題】

児童生徒の自分らしい未来につながる
「個別最適な学び」の探究

～学びをつなぎ、深める単元づくりを通して～（１年次）
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◇期日
来校参観 ：令和８年２月６日（金）
オンデマンド配信：令和８年２月20日（金）

～３月20日（金）

日
程



◇提供授業について

◇講演会 「学びをつなぎ、深めるカリキュラムデザインから考える
『個別最適な学び』の可能性（仮題）」

講師 弘前大学教職大学院

教授 菊地 一文 様

全日本特別支援教育研究連盟副理事長、キャリア発達支援研究会副会長
「これからの特別支援教育はどうあるべきか」東洋館出版社
「確かな力が育つ知的障害教育「自立活動」Ｑ＆Ａ」東洋館出版社 など著作物多数

◇ポスターセッションについて
ポスターセッションでは、校内研究に関連した授業
実践や、本校の特色ある教育活動を中心に、児童生
徒の日々の学びや、成長の様子を発信します。また、
生成AIによって子供の学びの姿を分析・可視化する
システム「MIERU＋」の実演や、校務のDX化に関す
る取組の紹介なども行う予定です。

各学部で“学びをつなぐ視点”を設定し、複数の単元を関連付け、児童生徒
の学びをつなぐ授業実践に取り組みます。

【中学部】
生活単元学習「野菜を育てよう③」

中学部では、“身近な自然環境×食×問い”を学びをつなぐ
視点として、これまでの栽培や調理の経験を基に、「なぜ？」と
問いながら学びを深めていく単元づくりを進めています。仲間
と考えを交流させながら、次年度に向けた計画や準備に取り組
む中で、生徒自身が課題を見出し、探究する姿を目指します。

【小学部】
生活単元学習「なかよしランドをしよう」

小学部では、“経験×やりたい”を学びをつなぐ視点として、
これまでの学習経験を基に自分の「やりたい」を見付け、仲間
と協力して形にしていく単元づくりを進めています。経験を生か
して挑戦する中で、「できた」という喜びや、次の「やりたい」へ
とつながる学びを目指します。

高等部では、“現代的な諸課題”を学びをつなぐ視点として、
これまでに培ってきた「社会のことを知る力」「他者とともに生
活しようとする力」を基に、情報機器などのツールを活用しなが
ら、課題を自分のこととして捉え、考え、表現する学びを進めて
います。社会の一員として自分らしく生きる姿を目指します。

【高等部】
生活単元学習「豊かな生活に向けた情報との関わり方」



【ＨＰ】https://tokushi.miyakyo- u.ac.jp/

【連絡】０２２－２１４－３３５３ （研究主任：山路）

◇後日オンデマンド配信について
公開研究会当日の３週間後を目安に、後日オンデマンド配信を開始予定です。配信予定

の内容は次の通りです。

①各学部授業動画 ②研究概要報告（動画/資料）③分科会〈学部概要報告（動画/資料）〉

④講演会（動画/資料） ⑤ポスターセッション（資料） ⑥令和７年度研究紀要（PDF版）

※配信に関する詳細については、配信１週間前を目安に、お申込み時にご登録いただいた連絡先

にお知らせ致します。

本研究の取組の概要

“土台”となる
三つの取組

①“学びをつなぐ視点”
に沿って単元をつなぐ。

②記録や評価を蓄積・共
有する。

③生成AIを活用して分
析・可視化する。

“一人一人”の
学びを育てる

▸好き・できた・やりたい

を起点に、“一人一人”
の進み方で学びを積み
重ねる。

▸学習の到達度・学び方

の特徴・学びの文脈を
捉え、自分らしい未来
につながる「個別最適
な学び」を実現する。

“未来”につながる
学びをデザイン

自分らしい

未来へ！



【日時】来校参観 ：令和８年２月６日（金）

オンデマンド配信：令和８年２月20日（金）～３月20日（金）

【参加形態】 参加者のニーズに応じて二つの参加形態を設定しています。

①授業参観、分科会、講演会、全て参加。 →来校型

②当日の都合がつかない、遠方で参加が困難。→後日オンデマンド視聴

【参加費】

＊１,０００円（資料代含む）※来校型：当日受付にてお支払いください。
※後日オンデマンド：口座振込、別途振込手数料

＊弁当代（１,０００円）※希望者のみ、参加申し込みの際に合わせて申し込みください。

＊研究紀要〈製本版〉 ※希望者のみ、会場にて実費で購入できます。

【参加申込み】

＊本校ＨＰから〈研究活動〉→〈公開研究〉→〈申し込みはこちら〉

    ＊右記のＱＲコードから
               ※お申込みの際にご入力いただいたメールアドレスにオンデマンド参加の際の
                    口座情報など必要情報を後日送信させていただきます。

【申し込み締め切り】令和８年1月30日（金）まで  申込QRコード

分科会 助言者 研究協力者

小学部

仙台市教育局

学校教育支援部特別支援教育課

指導主事   菊地 里紗

宮城教育大学 教育学部 特別支援教育専攻

教 授 松﨑 丈

准教授 三科 聡子

講 師 兒玉 尚子

中学部

宮城県教育庁

特別支援教育課教育指導班

課長補佐（指導主事） 大友 きか子

宮城教育大学 教職大学院

教 授 菅井 裕行

教 授 永井 伸幸

准教授 熊谷 亮

高等部

宮城県総合教育センター

教育推進部特別支援教育班

主幹（指導主事） 齋藤 貴裕

宮城教育大学 教育学部 特別支援教育専攻

准教授 寺本 淳志

准教授 野崎 義和

◇研究協力者・助言者
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